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合 計 ４４ １００．０％
＊それに代わる部 総務部、厚生部、生活部
※１北翔大学 地域福祉学科 ※２新ひだか町社会福祉協議会 地域福祉課






















































































































対 象 声かけ訪問 サロン活動
身の回り
の 世 話
そ の 他 合 計
独居高齢者 ５６．８％ ４０．０％ ７５．０％ ４０．０％ ５２．５％
高齢者夫婦世帯 ２９．７％ ２６．７％ ２５．０％ ２０．０％ ２７．９％
障がい者世帯 ５．４％ ６．７％ ０．０％ ４０．０％ ８．２％
母子世帯 ２．７％ ０．０％ ０．０％ ０．０％ １．６％
その他 ５．４％ ２６．７％ ０．０％ ０．０％ ９．８％





















































全 道 Ａ 地 区
サロン数 ％ サロン数 ％
高齢者 ５１６ ７０．３％ １０ ６６．７％
障がい者 ２３ ３．１％ １ ６．７％
母子世帯・児童 １４５ １９．８％ ０ ０．０％
その他 ５０ ６．８％ ４ ２６．７％
合 計 ７３４ １００．０％ １５ １００．０％

































































































































合 計 ４８ １００．０％
＊複数回答


















































































































































































































８ 中田 実 地域社会の変動と町内会・自
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（参考資料）［寄せられた自由記述一覧］
役員の固定化、構成メンバーの高齢化、行事等への参加者の固定化など、問題点を感じている
全世帯の半数以上が飲食店（居住なし店舗のみ）であり、残りは個人経営の事業者など高齢世帯であり、夫婦共稼ぎで
あり、役員の成り手がなく一人複数の役を受け持っている状況であり、自治会活動停滞している。特に婦人部活動や福
祉活動が思うように機能せず、将来的には他の本町地区自治会との合併も考えられる（実践活動者がいないのが悩み）
１．高齢の役員が多く、若い方の役員が少ない ２．声かけ訪問、見守り活動等は一部で実施されているが、組織とし
て取り組んでいない。３．サロン活動及び身の回りの世話等について、現在実施されていないので必要性を感じますが、
今後の取り組み課題です。
役員会の主力メンバーが多忙（本町通り会や各種団体のイベントの主力メンバーでもあるため）なため、自治会の課題
に充分な時間をかけられない。役員を引き受けてくれる人が少ない。
自治会の役員も若い人が少なく、高齢化で活動の案内をしても出席が悪く、役員もやる気がなくなってきている状態で
す。
敬老事業を毎年実施しているが、高齢のため出席しない人が半数程度いる。送迎等も実施し参加者を増加しようとして
いるが、なかなか思うようにはいかない状況であり苦慮している。
自治会役員の成り手が少なくて困っている。会員の老齢化のせいか行事参加者が少ない
サロン活動の件で、閉じこもり防止や居場所つくりのための取り組みを、先日８月８日に自治会役員会で計りましたが
次のことが懸念されました。
１）個性の強い方との対応は（その方がいるために他の人が参加しない）
２）高齢者のわがままが出たときの対応は
３）目的意識を何にするか
４）場所の設定、責任者、指導者、誰が世話をするのか
５）経費の件は
６）静内には老人福祉施設（いこいの家）がある、お元気な高齢者はそちらを利用している。新たに自治会にその必要
性があるのか
７）我々もいずれ年齢が高くなる。今から考えておくことは大事ではないか等、役員は男性が多いため、見えない部分、
どうして良いか見当がつかない部分があるため、意見がどうどうめぐりをするため、後日社協のご指導をいただき検討
に見ますということで終了。後日ご指導をいただきにお伺いします。
高齢者が多く、限界集落の状態となっております。また、現在の社会的な情勢を見ると役所も民間企業においても、人
的な余裕がなくボランティア的な自治会活動に参加できる若い人は皆無の状態であり、各集会に出席するのは老人がほ
とんどであり、現状のまま推移すると自治会組織の崩壊も近い将来にあります。
会員の要望が多様化、細分化されている。全体を考慮せず、極端に個別化される傾向にある役員の成り手が非常に少な
い（会員の高齢化、減少）
当自治会は、７５歳以上の方が７５名もいて今年度の方の名簿がまだ来ていませんが、だんだん多く成る事だと思います。
役員に成る方がいないのが、当自治会で課題に成っています。
１．会員の高齢化と役員の成り手がない。２．公務員会員の地域との結びつき不足（自治会活動への関心が極めてうすい）
役員になりたがらない
年々高齢者が増えて自治会として悩みです
当自治会は、旧ときわ町自治会の解散に伴い、平成２１年４月に新規設立した自治会です。北電社員の社宅、寮の住人で
構成していますが、高齢者や障がい者世帯がおらず、特に福祉に関する活動は行っておりません。構成員は、独身者、
単身赴任者、子供の小さい世帯から成るので自治会活動は負担にならないよう必要最小限に止めています。今後会員の
中から福祉に関しても活動の要望が出ましたらお世話になることもあろうかと思いますので、その節はよろしくお願い
します。
当自治会は、独居高齢者に対するネットワーク活動について、やっと始めたところです。今は良かれと思い行っている
ことが、今後どんな問題に打ち当たるか不安もあります。従って、課題や問題はこれから出てくると思います。
１．自治会役員の成り手がない。この６年間同じ顔が並んでいる。会長が総務部長と交通安全部長を兼任しているありさ
まです。２．自治会活動に対する協力がうすい。例として、リサイクル活動１０人前後（自治会世帯９０世帯）、一斉清掃３０
人～３５人。３．新しい活動（例：防災計画）に消極的である（役員で提案したが無言）。※これらの要因としては、会員
の高齢化（６０歳以上が４６世帯）と若い人の自治会に対する関心の無さ、そして、会長の指導力のなさが挙げられると考
える。
高齢者の増加とその対応
敬老会の対象者７５歳以上になっても老人の仲間になりたがらない。多数の人達と食事、歓談するのがすきでない等で元
気でも参加しない人がいる。自治会行事に墓地花壇整備等奉仕活動には多数参加してくれますが、その他の行事には参
加する者が少ない。
対象者の出席が減少している。
今後、組織及び事業を強化していく。
自治会外者と見られるゴミ投棄。
自治会会員同士の交流場面が減少（例：冠婚葬祭などを通しての交流など）自治会会員同士（近隣者小人数）の諸活動
の減少（原因の主な理由は使用していた施設有料化のため、パーク場、町諸施設
自治会員の高齢化に伴い、会員間の交流が少なくなるほか、役員になる者も少なくなっている
会館の管理について
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